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時間枠内では、患者の呼吸努力が検知されると、最初の努力に
対して自発呼吸または呼吸サポートが提供されます。最後に提
供された呼吸が強制呼吸の場合、時間枠の最初の呼吸努力に対
しては、自発呼吸が提供されます。最後に提供された呼吸が呼
吸サポートまたは自発呼吸の場合は、時間枠の最初の呼吸努力
に対して呼吸サポートが提供されます。呼吸サポートでは、吸
気時の処方された一回換気量設定、呼気時のPEEP設定を行うこ
とができます。

時間枠内では、患者の呼吸努力が(最初の自発呼吸の後に)継続的
に検知されると、時間枠のそれ以降の間は自発呼吸が提供され
ます。自発呼吸では、吸気に対してはPEEPを超える処方された
プレッシャーサポート設定、呼気に対してはPEEP設定を行うこ
とができます。SIMVモードにおける呼吸パターンの例を次の図
に示します。
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